
  

 

 

 

 

 

今年度、学友会長を勤めます発達教育学部２年水浦です。私が学

友会長になったのは短大とともに楽しく学生生活をもり上げて行

きたかったからです。大学、短大が一緒になって運営することで新

たな出会いも生まれ、友好関係が広がりさまざまな経験に繋がる

と思います。そのため、今後もたくさんのイベントを企画していま

す。 

植草学園大学・短期大学には素晴らしい仲間と先生方がいま

す！ 夢を叶える場所、植草学園へぜひお越しください！  
 
 
 
 
 

年間行事予定 
4月 サークルフェスタ 
4月 フレッシュマンセミナー 
5月 学友会総会 
7月 納涼祭  
8月 被災地ボランティア  

10月 スポーツ大会 
10月 ボッチャ大会 
10月 ハロウィン企画 
11月 9日、10日 緑栄祭 
12月 クリスマス会 

  

 

 

私は、３年次後期に評価学実習を４週間、４年次前期に総合臨床

実習ⅠとⅡをそれぞれ８週間、合計２０週間の実習を行いました。

「この治療を試したらどのような変化があるだろうか？」「今日の

治療で変わった部分と変わらなかった部分は？」など、毎日ひたす

らに患者様のことを考えました。 

実習を通して私が一番悩んだことは「検査や治療の目的と方法

をわかりやすく説明すること」です。当然、専門用語では患者様に

伝わりません。そのため言い換えをしたり、噛み砕いて説明をした

りする必要があります。同じ検査や治療でも私より実習先の先生

が説明した方が患者様に伝わり、リハビリの効率にも天と地の差

がありました。もちろん経験の差がありますが、私は圧倒的に言葉

が足りなかったのです。何かを相手に伝

える際は“これで本当に伝わるかな？”

とよく考えることが大切だと実感しま

した。 

今まで指導をしてくださった大学や

現場の先生方、実習で快く協力してくだ

さった患者様の恩に報いるため、国家試

験合格に向けて全力で臨みます。 

 

 

 

私は船橋市にある保育園で保育士をして

います。今年で２年目となり、現在２歳児ク

ラスの担任をしています。 

植草学園には共生の森をはじめ、さまざ

まな自然があります。授業でもその自然に触

れた学びが多く取り入れられています。保育現場での子どもたちの

「これなぁに？」の問いかけに植草学

園での学びが生かされていると実感し

ています。 

子どもたちの毎日は発見の連続で

す。そんな瞬間のキラキラした笑顔は

私の活力になっています。たくさんの

ことを吸収するこの時期に、少しでも

多くのことを伝えていきたいと思って

います。  

  

 

 

 

 

 

私たち吹奏楽サークルは、

緑栄祭で演奏することを目標

に、現在１１名で日々練習に

励んでいます。「吹奏楽をやっ

てみたいけれど、今まで楽器

の演奏をしたことがない」と

いう方も心配はありません。

私たちは“より上手な演奏を

披露すること”ではなく、“自

分たちの想いを音楽で表現すること”を目的に緑栄祭の舞台

に立っているからです。また、部員の中には初めての楽器に

挑戦している人もいます。私もその一人です。大学の授業「保

育の音楽表現」では、歌やピアノの技術ではなく、“うたを歌

う表現活動はとても楽しい！”と

いうことを子どもたちと共有す

ることが大切と学びました。これ

は吹奏楽も同じだと思っていま

す。そのため、日頃の合奏では演

奏者自身が楽しくいきいきと演

奏することを心がけています。み

なさんも私たちと一緒に音楽で

自分の想いを表現してみません

か？お待ちしています！ 

 

植草学園大学／植草学園短期大学 
入試・広報課 

千葉市若葉区小倉町 1639番 3 
Tel.043-239-2600(直通) 
http://www.uekusa.ac.jp 
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大学 発達教育学部 発達支援教育学科７期生 中村葵 

 千葉県立千葉南高等学校出身 

大学 発達教育学部 発達支援教育学科２年 水浦優希 

 千葉県立松戸向陽高等学校出身 

大学 発達教育学部 発達支援教育学科２年 濱中綾音 

 千葉県立松尾高等学校出身 

大学 保健医療学部 理学療法学科４年 海保力斗 

 千葉県私立千葉黎明高等学校出身 


